
No.32 Spring 2000InterCommunication120 Feature

「スーパーリアリズム」の画家

C・クローズは，シャープ・

フォーカスによる友人の顔を大画面

に描き続けたが，その迫真的写実性

から画面を分割・分節していき，つい

にその同一性を解体していく過程は，

この時代にあってより象徴的と言え

るだろう．

この「見ることの収奪」をめぐって

は，C・シャーマンの《アンタイトルド・

フィルム・スティル》シリーズに，フェミ

ニスト的立場によって角度を変えて吸

収されているだろう．またL・アンダー

ソンは，J・ケージからの影響を隠さず

に，ボードヴィル・ショーやパントマイム

などの寄席芸的要素を入れながら，

シンセサイザーとなまの楽器を組み込

んでいった．そこで，男女の声の変換

や，録音した言葉を反転させてその

差異を封じ込め，ロボット的なヴァラ

エティ・ショーに仕立て上げた．いわ

ば，ケージの実験を輻輳化させ，さら

に洗練させたものであるが，最初の

動機に「自伝的」な装いをもたして出

発したように，マイナーな語り手の小

さな声が基点になっている．これはパ

フォーマンスと現実の区別を曖昧にし

つつ，話者が語り手でありながら聞き

手でもあり，またその聞き手は潜在的

な話の「作り手」にもなる，という継承

性を暗示することで，アメリカ・アヴァ

ンギャルド芸術の初心と正統性を体

現していると言っていい．

アンダーソンが《ユナイテッド・ステ

イツ》を発表しはじめた1979年と言え

ば，同年のヴェネツィア・ビエンナーレ

で「トランスアヴァンギャルディア」展が

開かれ，J＝F・リオタールが『ポストモ

ダンの条件』を上梓した年であった．

また77年にはC・ジェンクス『ポストモ

ダニズムの建築言語』が刊行されてい

る．とくにリオタールの著書は，カナ

ダ・ケベック州での講義が英文で出

版され，アメリカで話題になり，それが

仏訳されてヨーロッパに逆輸入され
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た．R・ローティやJ・ハバーマスらが

論争に加わったのだが，これは思想

上の「ヨーロッパのアメリカ化」と言え

るかもしれない．つまり消費文化状況

の受け皿の成熟度の差とも言え，J・

ボードリヤールの『シミュラークルとシ

ミュレーション』の出版が81年である

ことを考えると，実質的な事態はアメ

リカと日本で先取りされていた．

ともあれジェンクスの論は，現在の

新宿副都心の光景に見るようなミラー

グラスの超高層ビルにおいて，近代

建築の理念が実現されたこと．この鉄

とガラスとコンクリートの四角い箱は，

世界中どこでも建てることができるの

であり，その行き方に対する批判とし

て歴史主義的ポストモダン装飾の復

権と，リージョナリズムの固有の表現

形態が注目された．それはデザインそ

のものの問題というよりも，土地の値

段が建築費よりもはるかに高額で，む

しろデザイン料はタダに近い，という

市場経済原理と深く関わっている．何

より冷戦時代の近代建築デザインは，

30年代にすべて方法化されていたも

のであり，すでに形骸化されたものと

して眼に映りはじめていた．

一方，貧富の差を解消するという

ルーズヴェルトやヒトラーの30年代の

信念が，資本主義でも社会主義でも，

またファシズムでも「勝利」できなか

ったということが，あらためて明らか

となったのも，この80年代である．そ

こで，剥き出しのマーケットの論理と

して脱モダン・デザインが活性力とな

るとみて，新しいイメージを装ってポ

ストモダン・スタイルは氾濫していっ

た．貧富の差，つまりフォーディズム

を起源とする「機能的で使い良いも

のを安く大量に生産すれば皆が幸福

になれる」という「平準化」の論理が

完全に潰えたのであり，事実上その

証明をしたのは，その理念によって

20世紀を推進してきたモダン・デザ

インによる広告文法，とりわけグラフ
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ィック・デザインの分野である．その

ポスター広告の内容図像は，プロの

デザイナーがしばしばイメージの植

民地としてきた純粋芸術の画像と違

いがなくなり，そこに商品の性格メッ

セージを読み取ることが不可能にな

っていった．

ポストフォーディズムの再編要請は，

サッチャー，レーガン，中曽根の80年

代新保守主義を考えればわかりやす

い．先進諸国の首都は，工場や発電

所を象徴とする19世紀以来の近代工

業社会のレールの上で支えられてき

たが，そのドラスティックな構造転換が

迫られ，規制緩和による都市再開発

が推し進められていった．その徒花

的な表現としてポストモダンの建築デ

ザインを見ることができるし，80年前

後の美術界に登場した，トランスアヴ

ァンギャルディア，新表現主義，ニュ

ー・ぺインティングと呼ばれた「絵画へ

の復帰」も同様の回路に位置づけら

れる．それは，過去の近代絵画の各

様式を横一線に並べ，それを一種の

インデックスとして応用するものであ

り，K・へリングやJ＝M・バスキアの

「グラフィティ・アート」も，過去のA・ウ

ォーホルやフルクサスが志向した都市

的現実への関わりを，内省なしに追随

したものであり，それは彼らの責任と

いうよりも，同じく強烈なマーケットの

論理によるものであっただろう．なか

でも，ヒトラーの総統官邸の威嚇的な

新古典主義建築などをトレースし，20

世紀近代の廃墟を示唆したA・キーフ

ァーが「新表現主義」の画家の一人と

されたのは皮肉なことであった．ベル

リンの壁は89年に崩壊した．
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